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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 医療法人　啓和会　グループホーム四谷上町

 ユニット名 １階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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医療法人啓和会　グループホーム四谷上町.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

事業所理念は大きく掲示をしているの
で、共有は出来ている。ただ現在貼り
出したまま振り返りをしていない為、
形骸化しているようにも感じていま
す。

職員全員で作った事業所理念を廊下に
掲示しています。理念の３項目の１つ
に掲げた「相手の身になって考え行動
すること」の取り組み例として「Ｋ-Ｚ
ＥＲＯ(拘束ゼロ)プロジェクト」に参
加しており、ポスターを理念と並べて
掲示しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

ご家族のある方は関係は断ち切られ
ず、普段からすぐに会いに来られる環
境です。なかなか来られない方にも散
歩を通じて地域の方との挨拶や盆踊り
などの行事にも参加をしています。町
内会にも加入しています。

地域のボランティアと紙芝居や歌など
で定期的に交流しており、事業所の向
かいで行われる盆踊りにも参加してい
ます。利用者は散歩途中に出会った人
と会話を交わしたりしています。

門のそばにある掲示板で事業
所の取り組みを広く知らせ、
地域の理解が更に深まってい
くことが期待されます。

認知症介護についてご家族と話すこと
で、ご利用者の感情や認知症への理解
を深めています。地域へは出ることが
出来ていませんが出来事として、道を
歩いている認知症を患った方を保護し
地域の方と連絡をとり無事にご自宅へ
つないだことがあります。

会議に合わせてイベント・行事をする
ことも多く、普段の実際の生活と少し
異なるが、ご家族に見て頂く環境はあ
ります。会議では状況報告は毎回して
おりますが、こうして欲しいなど提案
はあまり見られない。

年６回のうち２回は夏祭り、クリスマ
スと同日に行い、１０人近い利用者家
族が出席しています。町内会長、地域
包括支援センター職員、利用者の成年
後見人なども出席しています。

会議を建設的な意見交換の場
としていくために、議事録を
事業所内で回覧したり、出席
者に送ったりすることも期待
されます。

市町村担当者とはほぼ連絡を取ること
が出来ていません。しかし市で行って
いるプロジェクトに以前参加をしたこ
とで、キャラバンメイトなどの活動に
ついてお誘いをしていただく事がよく
あります。残念ながら参加をすること
が出来ていませんが。

川崎区の保健福祉センター高齢・障害
課と利用者の入居について打ち合わせ
を行っています。福祉事務所との連携
も密に行っています。川崎市健康福祉
局の「かわさき健幸福寿プロジェク
ト」への参加・表彰の実績がありま
す。
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医療法人啓和会　グループホーム四谷上町.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

玄関の施錠はご家族の同意を得て行っ
ておりますが、生活における行動制限
はしておりません。転倒リスクのある
方にはセンサーを使用したり、手すり
を新たに設置をしたりと工夫すること
でそうしています。研修においても入
職時、定期ミーティング時に行う。

運営法人では「身体拘束ゼロへの取
組」という研修を義務付けています。
生活における行動制限はせず、必要な
人に可動式の手すりを利用してもらっ
たりすることで、自力移動を支援して
います。「Ｋ-ＺＥＲＯ(拘束ゼロ)プロ
ジェクト」に参加しています。

年間の法人内研修に高齢者虐待につい
てが設けられております。身体的虐待
や心理的虐待についてはもとより、訴
えのないご利用者について放っておく
ことなく、認知症重度者についても関
わりをこちらからとっていくようにす
ることを職員へ促しています。

成年後見制度など必要性は入居以前に
関わりをもっていただく事で、活用で
きています。新たに必要になる方につ
いても行政と相談をして早急に対応が
出来るようにしています。

契約前より必ずご家族には見学に来て
もらい、疑問点や不安に感じている
事、何がきっかけで介護が必要になっ
たかなど伺い心配を取り除けるように
努めています。特に退去についてや入
院時についての対応に関しては注意深
くお話ししています。

運営推進会議を定期開催をしていま
す。そして、夏と冬にはイベントを開
きお食事をしながら話が出来るような
雰囲気づくりをしています。

利用者が自由に過ごす時間に、担当職
員が個別に意見や要望を聞き出す機会
を作っています。利用者家族への便り
は利用者ごとに詳しく記し、運営推進
会議や行事に参加できない家族も様子
がわかるようになっています。

株式会社フィールズ



医療法人啓和会　グループホーム四谷上町.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

職員から出る意見はなるべくは取り入
れたいと考えています。個人面談など
はまだできていませんが、運営につい
て悩みを持った職員にについては進ん
で話を聴くようにしています。

職員同士のコミュニケーションを深め
るため、毎月の会議を小グループで数
回に分けて行っています。職員の積極
的な提案による新しいイベントの企画
や夏祭りの出し物について、前向きに
検討しています。

職員ほぼ全員ひとりひとりに役割
（係）を作り、個々に工夫をしても
らっています。そこで秀でた才能が見
つかればそれが高められるように支援
します。

職員一人一人の実力を考課していま
す。法人内の研修については年間予定
表が作成されており、希望者にはいく
機会が与えられるようにしています。
実際は勤務内に研修へ行かせられる余
裕はありません。

管理者会議を設けていただき、訪問看
護や訪問歯科との連携もとれるように
ミーティングの機会を設けて頂いてお
ります。実際に細かい指導や、連携方
法も模索できています。

認知症介護ですので、本人の希望や
困っている事についての聴き取りはし
づらいのが現状です。しかし、介護を
必要としたきっかけをご家族から聴い
たり、ご本人との面談の中から必要な
介護を見極めるように努力していま
す。
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医療法人啓和会　グループホーム四谷上町.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

先に記述した通り、ご家族から介護を
必要とし始めた経緯を詳しく聞き取る
ことで、何に介護が必要かを見定める
ようにしています。ご家族の思いや何
を大切にしているかなども重要な指針
となるので、本人から聴き取りにくい
分注意しています。

グループホームなので環境が変わって
しまうことが第一の問題点であること
は全員に言えます。そして、可能な限
りご家族などインフォーマルなサービ
スも活用できるように柔軟に対応をし
ています。

本人の残存能力に合わせて、お手伝い
をしてもらうことで、ともに生活をし
ている間隔を忘れずにいてもらうよう
にしています。なお、感謝し感謝さ
れ、喜怒哀楽の感情をお互いに表出・
受容できるようにと考えています。

閉鎖的になりがちなので、出来る限り
ご家族にも入りやすい環境の提供をと
考えております。ご家族もプロにみて
もらっているからと安心をしているよ
うですが、家族の力については介護士
よりも強いことを伝えともに支えられ
るようにと思っております。

本人が大切にしてきた人、モノについ
ては制限をせず予め伺っています。本
人が会いたくないと言われた場合にも
同様に受け入れるようにしています。
そして、新たに馴染みの関係づくりも
支援をしています。

荷物の持ち込みについては、できるだ
け要望に添うようにしています。訪問
理容を利用せず馴染みの床屋に車いす
で通う利用者もいます。生活が落ち着
いたことで、入居前に途切れていた友
人や兄弟との関係が復活した例もあり
ます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

ご利用者同士の相性や介護度なども考
えバランスが保たれるように座席など
も配慮をしています。孤立をしないよ
うに全介助の方であってもみんなと一
緒に過ごしているように感じられるよ
う考えています。

グループホームを退去された場合には
その後のフォローは移られた施設・病
院にお任せをしておりできていませ
ん。

何が好きでどのような生活をしていた
かをアセスメントしています。困難な
場合はその方と接することでどのよう
な反応を示されるか、何を喜び何を嫌
がるかを判別し本人本位の暮らし方に
沿えるようにしています。

「個別ケアの企画書」を作成し、担当
職員が個別に思いや意向を聞いていま
す。日中仕事などで連絡がとりにくい
家族からは、メールで要望などを聞い
ています。実現したことは漏れがない
ようにカレンダーにメモし、それを個
人記録に残しています。

入居前にケアマネージャーやご家族や
ご本人からアセスメントし介護が必要
に至った経緯を知るように努めてい
る。

入浴日、食事時間などが概ね決まって
いたりするため一人ひとりの一日の過
ごし方は似ているが、その中でも歩行
が出来る方は特に自由に過ごされ、車
いすの方でも本人の居たい場所にいら
れるように支援をしています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

各ご利用者に担当をつけています。本
人からの聴き取りは担当者にも任せ、
医療にかかわることは担当医師や看護
師に相談をしています。

本人がメリハリのある生活を送ること
を主眼に置いて、本人、家族の要望を
聞きとり、ケアプランを作成していま
す。サービス担当者会議を管理者と担
当職員２名で開催しています。課題整
理総括表を作成し、担当職員から課題
を提示してもらっています。

個人記録を毎日作成し、体温などのバ
イタルも一日に２回検査をしていま
す。情報の共有化がはかられるように
連絡ノートや申し送りノートを活用し
ています。

介護職員だけでは解決できない問題で
は、医療やご家族に頼ることも多くあ
ります。更にはアニマルセラピーを使
用し心の安定をはかるよう支援をして
います。

地域資源の開発にはあまり取り組めて
いないのが現状です。しかし、近隣の
幼稚園の先生と話す機会をつくり、幼
稚園の園庭への水やりを幼稚園が休み
の日に行ったりと相互に関わりがもて
るように取り組んでいます。幼稚園か
らは果物を頂いたりしています。

医療とのかかわりは密接にしており、
本人やご家族とも関係を築きながら行
うことが出来ている。ちょっとした変
化にも訪問介護や臨時往診にかかるこ
とができています。

運営法人が、医療・介護・福祉の一貫
した地域包括ケアを提供しているた
め、入居者全員の健康管理は、総合的
な医療体制下で支援しています。日々
の健康状態は職員全員で共有し、僅か
な異変にも対応できる２４時間体制の
医療システムも確立しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

医療との話し合いで、医療用語が分か
らない職員でも、普段のご利用者の状
態を見ている為小さな変化は看護師や
医師よりもわかっている。そして、そ
こで感じた小さな変化「何か変」を伝
え。訪問看護と連携をしてつなげてい
ます。

ご利用者が入院する前段階でなるべく
往診医と連携を取っています。入院を
しなくても良いように早めの往診、早
めの対応を心がけています。仮に入院
された場合にも病院関係者にこちらに
ある必要な情報を早期に提出し、退院
条件などの提示も早めにしています。

重度化する前から入居時には既にご本
人が最期を迎える際にはどのように迎
えたいのかを伺っています。そして、
医療措置がない限りは、なるべくご本
人、ご家族の意向に沿えるように支援
します。

重重度化や看取りの指針があります。
入居時に終末期の対応について本人と
家族の意思確認書を取り交わしていま
す。実績はまだありませんが、有事に
備えてどの職員も焦らず、落ち着いて
行動ができる緊急対応マニュアルを備
えています。

ご利用者の急変については、順序をマ
ニュアル化し、パニックを起こさない
ようにしています。夜間救急の場合に
は毎日担当をつけ救急要請があった場
合には駆けつけるようにしています。

毎月避難訓練を行っていることと、広
域避難場所についても職員に周知して
いる。地域との協力についても近所の
方には協力依頼があるかもしれないこ
とを伝えています。

災害時における訓練は、夜間の想定も
入れ、毎月行っています。東京湾に近
い事業所のため、地震による津波対策
として備品や備蓄は２階に備えていま
す。マニュアルも作成し、各職員の役
割も明確にしています。

確実に避難誘導できるように
広域避難場所への歩行時間や
非常階段から誘導する訓練
は、職員だけではなく、利用
者と一緒に繰り返し、行うこ
とが期待されます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

対応の個別化について職員に伝えいま
す。その方のこれまでの生き方やどの
ような関係性を望んでいるかを会話を
重ねることで親密化しています。

利用者のアセスメント、モニタリング
で個々の人格、プライバシーを十分把
握した上で日々の会話や支援の対応に
配慮しています。支援が必要な時も、
本人の思いを大切にし、さりげないケ
アに努めています。

介護者都合の介護ではなく、ご利用者
本位のパーソンセンタードケアを心が
けています。ご利用者本位と言っても
感情表出できなければ意味がないの
で、なんでも言えるような関係性を築
くことを目標としています。

食事について言えば、早い人や遅い人
がいますが遅くても食事介助を本人が
必要としていなければ入りません。早
い人も、周囲の方から嫌な目で見られ
ることもありますが、無理に留めるこ
とはしません。ただ、声掛けをあとか
らすることで、対応をしています。

洋服などについては既にある洋服を着
て頂き、必要であればご家族にお願い
をすることがあります。ご本人が欲し
いと訴える場合には職員同行で買い物
へ行くこともあります。髪型などは
ビューティーヘルパーを呼び、希望者
のカットをしてもらっています。

個々人に合わせた食事形態をとってい
ます。嗜好については把握はしており
ますが、献立が考えられている為、
個々人に合わせて反映はできていませ
ん。誕生日や手作り料理の日には好み
に沿えるようにしています。食事準備
はお手伝いをしてもらっています。

食材は業者を利用していますが、調理
や後片付けのできる利用者は手伝って
います。誕生会には、本人の希望食を
用意したり、一対一の外食支援もして
います。また、手作り料理の日も設
け、ピラフ、カレー、きりたんぽ、恵
方巻などにも挑戦し、皆に好評です。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

食事の栄養バランスについては食材業
者の栄養士が行っております。水分量
は細かくチェックをして１０００㍉リ
トルを超えるように心がけています。

口腔ケアの実際は自立の方はお任せを
してしまっているのが現状です。です
ので異常に気付けるのは、変化があっ
た場合になってしまいがちです。介助
が必要な方については比較的よく見る
ことが出来ています。

排泄の失敗がなぜ起きるのかを考え、
薬の量が適正化どうか医療に相談をす
るとともに自分で行けるのであれば、
なるべく待たせないように行きたいと
きに行けるよう支援をしています。時
折失敗の方にはまだ布パンツを使用し
てもらう事も促しています。

一人ひとりの排泄の習慣やパターンを
把握しています。利用者の全体像から
医療関係者も交えた排泄のアセスメン
ト、モニタリングを繰り返し、その人
らしい自立に向けて、より快適に暮ら
せる支援を行っています。

基本的には便秘の方には医療にかかり
薬での対応をしています。ためすぎる
前に薬で調整をしている。他に水分を
あまり摂らない方や運動不足の方がな
りやすいため、水分をどうすればとっ
てくれるかを工夫する。甘い飲み物に
代えてみたり、歩行訓練をしたり。

入浴日についてはあらかじめ決めてし
まっています。ただし、一番浴が好き
な方にはなるべくそのようにしていま
す。しかし、個々人の好みや皮膚の状
態に合わせた入浴介助をしています。

基本的には、週２回の入浴日を設けて
います。入浴時間や湯加減など好みに
合わせ、気持ちよく、楽しい入浴にな
るよう努めています。必要になれば機
械浴のスペースも確保されているた
め、機械浴支援も可能です。現在は、
普通浴・シャワーチェア浴です。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

ご本人の体力に合わせて、午睡の時間
を設けたり、日光浴や散歩へ行ったり
軽作業をしてもらったりをしていま
す。無理強いはせず、お願いをしてる
のが現状です。

薬剤情報をすぐにみられるように管理
をしています。そして、追加の薬や変
更があった場合にどのように変化が起
きたかを個人記録に記入しています。
その積み重ねをユニット会議に活かし
ています。

一人ひとりのアセスメントを行い生活
歴は聴き取りが出来る範囲で把握して
います。嗜好品も健康被害のあるもの
などに関しても医療と相談をしながら
実施したこともあります。外出が好き
な方にも出来る限り外へ行ける支援を
しています。

当日にスケジュールを組んで個別ケア
を行える状況には現在はまだありませ
ん。企画をたててもらえば普段出かけ
られないような場所へも個別ケアを行
う体制はできています。

馴染みの床屋、洋服やスーパーマー
ケットでの日常的な買い物など、散歩
や外出の機会を多く持てるように努め
ています。釣りが好きな利用者と一緒
に海釣りに出かけたこともあります。

保護を受けている方が多いこともある
が、必要物品はご家族に相談をさせて
もらう事と、少額であれば自由に使え
るように支援をしている。分からなく
なっている方は制限やご家族の了解を
得て使うようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

大切な人へのコミュニケーションツー
ルとして電話や携帯電話の使用制限は
特別設けていない。しかし、固定電話
については施設の備品でもあるので、
長電話は控えてもらっている。

共有空間はごちゃごちゃと装飾はさせ
るのを控えながらも、季節感を出せる
ようにご利用者と一緒に作った作品を
飾ったりもしています。食堂にはお茶
やスポーツドリンクを置いておきいつ
でも飲めるようにしています。

車いす利用者も余裕を持って動ける共
有空間です。廊下にもエアコンの設備
があり、居室、リビング、廊下の温度
調整をしています。一台で空気清浄・
加湿・除菌・脱臭に対応する機器も備
え、清潔に保たれています。華美な装
飾もなく、明るく居心地よい空間にし
ています。

共有空間では一人になれるような場所
は設けることが出来ていません。周り
に人がいるけれど、話しかけられない
ような空間は作ることは出来ますが。

入居前よりご本人やご家族に使い慣れ
たものや家具を持ってきても大丈夫で
あることを伝えています。ただし、火
事を起こす可能性のあるものや危険な
もの高級なものは控えて頂いていま
す。

利用者や家族の思いを大切にし、今ま
での暮らしの延長線上になるような居
室づくりに配慮しています。個別ケア
をしっかり把握し、動線に合わせた転
倒防止の手すりや居室での動静をセン
サーで見守るなど、安全安心に過ごせ
る支援に努めています。

転倒リスクのあるかたであっても、自
分で歩く意思のある方であれば歩く支
援をします。まずは転ばないように、
そして、転んでも大丈夫なように環境
を整えることを心がけています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 医療法人　啓和会　グループホーム四谷上町

 ユニット名 2階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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医療法人啓和会　グループホーム四谷上町.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

会議に合わせてイベント・行事をする
ことも多く、普段の実際の生活と少し
異なるが、ご家族に見て頂く環境はあ
ります。会議では状況報告は毎回して
おりますが、こうして欲しいなど提案
はあまり見られない。

市町村担当者とはほぼ連絡を取ること
が出来ていません。しかし市で行って
いるプロジェクトに以前参加をしたこ
とで、キャラバンメイトなどの活動に
ついてお誘いをしていただく事がよく
あります。残念ながら参加をすること
が出来ていませんが。

地域密着型でありご家族の自宅が近隣
であることもあり、頻繁に会いにこら
れています。いつものように職員への
気遣いもしてくださっています。ただ
し、こちらのグループホームとしては
受け身な存在であることは否めませ
ん。

認知症介護についてご家族と話すこと
で、ご利用者の感情や認知症への理解
を深めています。地域へは出ることが
出来ていませんが出来事として、道を
歩いている認知症を患った方を保護し
地域の方と連絡をとり無事にご自宅へ
つないだことがあります。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

事業所理念は大きく掲示をしているの
で、共有は出来ている。ただ現在貼り
出したまま振り返りをしていない為、
形骸化しているようにも感じていま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

運営推進会議を定期開催をしていま
す。そして、夏と冬にはイベントを開
きお食事をしながら話が出来るような
雰囲気づくりをしています。

成年後見制度など必要性は入居以前に
関わりをもっていただく事で、活用で
きています。新たに必要になる方につ
いても行政と相談をして早急に対応が
出来るようにしています。

契約前より必ずご家族には見学に来て
もらい、疑問点や不安に感じている
事、何がきっかけで介護が必要になっ
たかなど伺い心配を取り除けるように
努めています。特に退去についてや入
院時についての対応に関しては注意深
くお話ししています。

玄関の施錠はご家族の同意を得て行っ
ております。歩行が出来なくても移動
ができる方について転倒のリスクがな
い場合はずって歩いている姿を見守る
こともあります。研修においても入職
時、定期ミーティング時に行う。

年間の法人内研修に高齢者虐待につい
てが設けられております。身体的虐待
や心理的虐待についてはもとより、訴
えのないご利用者について放っておく
ことなく、認知症重度者についても関
わりをこちらからとっていくようにす
ることを職員へ促しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

管理者会議を設けていただき、訪問看
護や訪問歯科との連携もとれるように
ミーティングの機会を設けて頂いてお
ります。実際に細かい指導や、連携方
法も模索できています。

在宅から施設の流れよりも病院から施
設という流れが多く見られます。その
為、介護を受けることに慣れている方
が多く、不安な事と聞いてもなかなか
「ある」とは答えて頂けないことが多
いです。しかし、その中でも隠れた不
安を探すよう努力しています。

職員ほぼ全員ひとりひとりに役割
（係）を作り、個々に工夫をしても
らっています。そこで秀でた才能が見
つかればそれが高められるように支援
します。

職員一人一人の実力を考課していま
す。法人内の研修については年間予定
表が作成されており、希望者にはいく
機会が与えられるようにしています。
実際は勤務内に研修へ行かせられる余
裕はありません。

ミーティングの場以外にも随時職員の
意見は聞ける体制をとっています。現
に誕生日会や個別ケアについての企画
書も提出をしてもらっています。ほぼ
企画は通すようにしています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

入居時に聴き取りが出来ないなじみの
人などの地域資源はうまくつなげてい
るケースは少ないです。ですが、新た
に関係が作れるような支援体制が出来
るようにしていきたいと思います。

出来る事残存機能を奪わず、多少見た
目が悪くても出来る作業はしていただ
くよう心掛けています。食事について
も自身で食べられるよう最後まで努力
し工夫を凝らしています。

閉鎖的になりがちなので、出来る限り
ご家族にも入りやすい環境の提供をと
考えております。ご家族もプロにみて
もらっているからと安心をしているよ
うですが、家族の力については介護士
よりも強いことを伝えともに支えられ
るようにと思っております。

ご家族も同居をしていらっしゃらない
方も多く。実際の様子を把握していな
いケースもあります。ですので、昔の
ご両親の趣味嗜好であったり、純粋な
ご両親にどのような方であったのかを
伺うようにしています。

グループホームなので環境が変わって
しまうことが第一の問題点であること
は全員に言えます。そして、可能な限
りご家族などインフォーマルなサービ
スも活用できるように柔軟に対応をし
ています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

入居前にケアマネージャーやご家族や
ご本人からアセスメントし介護が必要
に至った経緯を知るように努めてい
る。ご家族には知る限りの情報提供を
書類に記入して頂いております。たと
えば昔はご利用者自身をなんと呼んで
いたかなど。

入浴日、食事時間などが概ね決まって
いたりするため一人ひとりの一日の過
ごし方は似ているが、その中でも歩行
が出来る方は特に自由に過ごされ、車
いすの方でも本人の居たい場所にいら
れるように支援をしています。

グループホームを退去された場合には
その後のフォローは移られた施設・病
院にお任せをしておりできていませ
ん。

何が好きでどのような生活をしていた
かをアセスメントしています。困難な
場合はその方と接することでどのよう
な反応を示されるか、何を喜び何を嫌
がるかを判別し本人本位の暮らし方に
沿えるようにしています。

ご利用者同士の相性や介護度なども考
えバランスが保たれるように座席など
も配慮をしています。孤立をしないよ
うに全介助の方であってもみんなと一
緒に過ごしているように感じられるよ
う考えています。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

医療とのかかわりは密接にしており、
本人やご家族とも関係を築きながら行
うことが出来ている。ちょっとした変
化にも訪問介護や臨時往診にかかるこ
とができています。

介護職員だけでは解決できない問題で
は、医療やご家族に頼ることも多くあ
ります。更にはアニマルセラピーを使
用し心の安定をはかるよう支援をして
います。

地域資源の開発にはあまり取り組めて
いないのが現状です。しかし、近隣の
幼稚園の先生と話す機会をつくり、幼
稚園の園庭への水やりを幼稚園が休み
の日に行ったりと相互に関わりがもて
るように取り組んでいます。幼稚園か
らは果物を頂いたりしています。

各ご利用者に担当をつけています。本
人からの聴き取りは担当者にも任せ、
医療にかかわることは担当医師や看護
師に相談をしています。

個人記録を毎日作成し、体温などのバ
イタルも一日に２回検査をしていま
す。情報の共有化がはかられるように
連絡ノートや申し送りノートを活用し
ています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

ご利用者の急変については、順序をマ
ニュアル化し、パニックを起こさない
ようにしています。夜間救急の場合に
は毎日担当をつけ救急要請があった場
合には駆けつけるようにしています。

毎月避難訓練を行っていることと、広
域避難場所についても職員に周知して
いる。地域との協力についても近所の
方には協力依頼があるかもしれないこ
とを伝えています。

ご利用者が入院する前段階でなるべく
往診医と連携を取っています。入院を
しなくても良いように早めの往診、早
めの対応を心がけています。仮に入院
された場合にも病院関係者にこちらに
ある必要な情報を早期に提出し、退院
条件などの提示も早めにしています。

重度化する前から入居時には既にご本
人が最期を迎える際にはどのように迎
えたいのかを伺っています。そして、
医療措置がない限りは、なるべくご本
人、ご家族の意向に沿えるように支援
します。

医療との話し合いで、医療用語が分か
らない職員でも、普段のご利用者の状
態を見ている為小さな変化は看護師や
医師よりもわかっている。そして、そ
こで感じた小さな変化「何か変」を伝
え。訪問看護と連携をしてつなげてい
ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

個々人に合わせた食事形態をとってい
ます。嗜好については把握はしており
ますが、献立が考えられている為、
個々人に合わせて反映はできていませ
ん。誕生日や手作り料理の日には好み
に沿えるようにしています。食事準備
はお手伝いをしてもらっています。

食事について言えば、早い人や遅い人
がいますが遅くても食事介助を本人が
必要としていなければ入りません。早
い人も、周囲の方から嫌な目で見られ
ることもありますが、無理に留めるこ
とはしません。ただ、声掛けをあとか
らすることで、対応をしています。

洋服などのファッションについてはご
本人の望む格好をしていただいていま
す。基本的には本人の選んだ服ないし
ご家族の選んだ服を着て頂いておりま
す。

ご利用者ひとりひとりの性格などを知
ることで、近い関係を望む方なのか距
離をおいて欲しい方なのか察して、そ
の方に合わせた関わりを職員にも感じ
てもらい声掛けひとつにしても言葉選
びができるように話しています。

介護者都合の介護ではなく、ご利用者
本位のパーソンセンタードケアを心が
けています。ご利用者本位と言っても
感情表出できなければ意味がないの
で、なんでも言えるような関係性を築
くことを目標としています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

基本的には便秘の方には医療にかかり
薬での対応をしています。ためすぎる
前に薬で調整をしている。他に水分を
あまり摂らない方や運動不足の方がな
りやすいため、水分をどうすればとっ
てくれるかを工夫する。甘い飲み物に
代えてみたり、歩行訓練をしたり。

入浴日についてはあらかじめ決めてし
まっています。ただし、一番浴が好き
な方にはなるべくそのようにしていま
す。しかし、個々人の好みや皮膚の状
態に合わせた入浴介助をしています。

口腔ケアの実際は自立の方はお任せを
してしまっているのが現状です。です
ので異常に気付けるのは、変化があっ
た場合になってしまいがちです。介助
が必要な方については比較的よく見る
ことが出来ています。

排泄の失敗がなぜ起きるのかを考え、
薬の量が適正化どうか医療に相談をす
るとともに自分で行けるのであれば、
なるべく待たせないように行きたいと
きに行けるよう支援をしています。時
折失敗の方にはまだ布パンツを使用し
てもらう事も促しています。

食事の栄養バランスについては食材業
者の栄養士が行っております。水分量
は細かくチェックをして１０００㍉リ
トルを超えるように心がけています。
テーブルの上には常に水筒を置き好き
な時に飲めるようにしています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

保護を受けている方が多いこともある
が、必要物品はご家族に相談をさせて
もらう事と、少額であれば自由に使え
るように支援をしている。分からなく
なっている方は制限やご家族の了解を
得て使うようにしている。

一人ひとりのアセスメントを行い生活
歴は聴き取りが出来る範囲で把握して
います。嗜好品も健康被害のあるもの
などに関しても医療と相談をしながら
実施したこともあります。外出が好き
な方にも出来る限り外へ行ける支援を
しています。

当日にスケジュールを組んで個別ケア
を行える状況には現在はまだありませ
ん。企画をたててもらえば普段出かけ
られないような場所へも個別ケアを行
う体制はできています。

ご本人の体力に合わせて、午睡の時間
を設けたり、日光浴や散歩へ行ったり
軽作業をしてもらったりをしていま
す。無理強いはせず、お願いをしてる
のが現状です。

薬剤情報をすぐにみられるように管理
をしています。そして、追加の薬や変
更があった場合にどのように変化が起
きたかを個人記録に記入しています。
その積み重ねをユニット会議に活かし
ています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

入居前よりご本人やご家族に使い慣れ
たものや家具を持ってきても大丈夫で
あることを伝えています。ただし、火
事を起こす可能性のあるものや危険な
もの高級なものは控えて頂いていま
す。

転倒リスクのあるかたであっても、自
分で歩く意思のある方であれば歩く支
援をします。まずは転ばないように、
そして、転んでも大丈夫なように環境
を整えることを心がけています。

ご利用者と職員で協同してレクに臨ん
でいます。日当たりがよい環境である
ため採光は問題ないかと思います。温
度は基本的にはご利用者に合わせて設
定するように話しています。換気も定
期的にするようにしています。

共有空間では一人になれるような場所
は設けることが出来ていません。周り
に人がいるけれど、話しかけられない
ような空間は作ることは出来ますが。

ご家族やご本人の希望で携帯電話を自
室においている方がいらっしゃいま
す。他の方はグループホーム内の固定
電話をしようしても可能なように職員
に伝えています。しかし、仕事でも使
用するため長電話はお断りしていま
す。手紙を書ける環境でもあります。
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